秋田県支部
会長　　：堀口 良允　ほりぐち りょういん（S40仏・禅）
事務局長：本間 雅憲　ほんま まさのり（S50仏・禅）
支部内同窓生数　1,403人

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　
・・・・・・・・・・以下の内容で開催されました。・・・・・・・・・・
平成２３年度支部総会のお知らせ
日時　平成２３年１２月３日（土）

　　　　総会　16：00～16：30

　　　　本部近況報告　16：30～17：00

　　　　講演会　17：00～18：00　

　　　　懇親会　18：00～

会場　秋田市大町「第1会館」
＜開催報告＞
当支部の総会は例年11月第一土曜日に開催するのが恒例でありましたが、昨年40周年記念総会と同様、今年も12月開催となった。大学本部からは、常任副会長、渡邊義弘氏、監査人、小林雅夫氏のお二人のご出席をいただき開会。渡邊常任副会長からの大学の近況報告では大学のその後の運営や活動状況等を細部にわたりご報告いただき、母校の次への発展に思いを馳せながら耳を傾けた。議事に入り、事業報告、決算報告、新年度事業計画が原案どおり承認。続く役員改選では、現執行部が再任され、新たに参与制を設けることに伴う会則改正も全会一致で承認された。

　講演会には今年は、駒苫の元監督、香田誉士史氏を講師に迎え、監督就任当時の野球部の状況、負け試合や周囲の目に悔しい思いをしながら、それがいつしか「絶対優勝旗を持って帰る」との思いに変わり、そしてその夢を見事実現したこと、さらには雪国のハンディ克服の実践練習法などを身振り手振りを入れながら終始熱く語られた。当日は、元監督の来秋を聞き、県内在住の教え子や県内高校野球部の監督、生徒諸君も駆け付けてくれ真剣に聞き入る姿が見られた。

　以上、初冬の秋田にあの時の熱いエールが再現されたようなひとときでした。

（幹事長　高橋　保彦）
秋田県支部４０周年記念総会開催のお知らせ
日時　　平成２２年１２月４日（土）

　　　　　　受付　16：30～

　　　　　　総会　17：00～

　　　　　　記念祝賀会　18：00～

会場　　協働大町ビル　秋田市大町3-2-44　ＴＥＬ　０１８－８６３－２１１１

連絡先　事務局長　本間雅憲　018-887-2004　普門院

＜開催報告＞

　秋田県支部は今年度、秋田市内在住同窓生有志が県同窓会を結成して以来４０年という節目の年に当ります。そこで何か記念に残るものをという強い思いで計画しました駒澤大学吹奏楽部の皆さんによる県都での初の公開演奏会を実現することができ、お陰さまで記念すべき支部４０周年に花を添えていただくことができました。

　以下、記念演奏会、祝賀会を含めて支部総会の報告をさせていただきます。

　１２月４日（土）は、県内に強風警報も出て、交通機関も混乱するという状況でありました。総会に先立っての吹奏楽部演奏会は、大変お忙しい中、遠路ご出席いただきました石井清純学長のご挨拶の後、定刻どおり開演、会場の秋田市文化会館がほぼ満員に近い観客で埋まるほどの大盛況でありました。続く会場を移しての総会では、堀口会長、越後会長、石井学長の挨拶、唐澤係長の大学近況報告をいただき、決算と事業計画（案）、予算（案）を無事承認。
　秋田市の早い冬の夕闇せまる午後６時からの祝賀会には東北ブロック長の大宮宮城県支部会長、伊串宮城県事務局長、今泉青森県事務局長の皆様にも遠路ご出席いただきました。また、強風のため定刻より列車が２時間以上も遅れるというアクシデントにも拘らず駆けつけていただいた我が秋田県出身のシャンソン歌手、黒木悦子さんの個性豊かな情感あふれる力強い歌声が流れる頃は地酒もかなりはかどり、祝賀ムードも最高潮に達しました。

　フィナーレは吹奏楽部の学生たちも合流し、駒澤大学校歌を声高らかに歌い、それぞれが母校への思いを新たにしながら支部４０周年記念の会を終えることができました。

　最後になりましたが、この度の４０周年記念事業を行うに当たり、大学当局、同窓会本部、吹奏楽部の皆さんの多大なるご協力に対しまして心からの御礼を申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事長　高橋保彦
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平成２１年度駒澤大学同窓会秋田県支部総会報告

	日　時　平成21年11月21日（土）

会　場　秋田市　ニューたけや

総　会　　　　16：00～16：30

本部近況報告　16：30～17：00

講演会　　　　17：00～18：00

懇親会　　　　18：00～
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平成２１年度秋田県支部総会は、１１月２１日（土）中央地区、秋田市内「レストラン　ニューたけや」で開催。堀口支部会長の開会あいさつ、越後全国同窓会長のあいさつの後、２１年度事業報告、同収支決算報告、２２年度事業計画（案）、同収支予算（案）を審議、全会一致で承認された。

　続く役員改選では、堀口会長以下全員再任された。今年は、２人の新任幹事も加わり、心も新たに新年度のスタートを切った。

　大学本部からは、齊藤副学長、臼倉課長補佐のお二人にご出席いただき、大学の近況を詳しくご報告いただき、さらに、昨年の資産運用に関わる巨額損失問題について、深く反省し、建学以来のピンチを絶好の機会ととらえ、財政再建に取り組み、学生へのサービスを低下させることのないよう、ハード面、ソフト面の充実に力を入れ、大学活性化に努めるとのお話がありました。続いて講師としてお招きした桂笑生氏の落語には一般の方も加わり、しばし、若さあふれる咄に会場は笑いの渦に巻き込まれた。その余韻さめやらぬまま大懇親会の開会。今年はうれしい事に平成卒のニューフェースが４名（うち女性２名）も遠くから駆けつけてくれ、先輩、後輩隔てなく歓談。

　司会進行も時の経つのを忘れ、思わず、大事な福引のコーナーを忘れてしまうほどの盛り上がりでした。
　最後は元応援団長の指揮で校歌を全員で合唱、駒大にエールを送り、来年の再会を誓いながら散会した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幹事長　高橋　保彦）
